
 
 
 
 
 
 
 
 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
土木・建築などの建設業の仕事は、地域社会の基盤を作り、人々の生活を守る重要な仕事である一方

で、子どもたちにとっては、安全上の理由から実際の現場等を見学出来る機会は少なく、遠い存在とな
ってしまっているため、いわゆる「3Ｋ（きつい、汚い、危険）」のイメージを払拭できず、子どもの建
設業への理解や関心は決して高いとは言えない状況です。 

こうした先入観念や認識不足のためか、日本の建設業界を担う若い世代の労働力不足が課題となっ
ていることから、千葉県と県内の建設業関係団体により構成されている「千葉県魅力ある建設事業推
進協議会（ＣＣＩちば）」では、建設業関係者が、被災地の復旧・復興工事を通して住民の生活を守っ
てきた様子を伝える壁新聞を作成し、県内の小中学校（1210 校）に配布しました。 

 こうした状況の中、課題解決のためには更なる働きかけが必要だと考えたＣＣＩちばでは、平成 25
年度に、企業と連携した授業づくりを専門として多数の実績をあげていたＮＰＯ法人企業教育研究会
（ＡＣＥ)に協力を依頼し、協働で建設業への理解と関心を高める授業のプログラムをまとめました。 

このプログラムを、県内小中学校の社会科・総合的な学習の時間・キャリア教育等の授業として活
用してもらうため、平成 26 年度から年間 10 校前後の授業実施をＣＣＩちばが企業教育研究会に委託
しています。 

 企業教育研究会は授業の実施にあたり、外部講師として大学生を派遣し、学生のキャリア教育とし
ての効果を加味するとともに、実際に建設業で働く方も講師に迎え、現場をより身近に感じられる授
業を展開しています。  

  

ＮＰＯ   企業   行政   教育   地縁 

事業概要 

建設業関係者の日々の活動が人々の暮らしに密接に関係していることをわかりやすく伝え

るため、県内の小中学校を対象に、千葉大学の学生や建設業関係者を外部講師として派遣し、

実際に工事が行われている河川の映像や模型を使用したり、実物の鋼材に触れたりする体験を

通じて、建設業の仕事を具体的に学べる社会科等の授業を実施しています。  

千葉県の建設業の仕事 
～建設の現場をのぞいてみよう！～  

協働までの経緯 

■事業運営団体 

  NPO 法人企業教育研究会（ACE） 

■協働パートナー 

☆千葉県魅力ある建設事業推進協議会 

  （CCI ちば） 

 ≪構成団体≫ 

   県内建設業関係団体、千葉県 

■事業費 

  ※CCI ちばの希望により非掲載 

■協働パートナーの種別 

連携事例１２ R５.８ 更新 

協働事例集 ちばコラボナビ 

学生と建設業関係者が講師を務めます。 

文化 

教育 



 
①事業実施校公募（通年） 
②実施校、ＮＰＯ、ＣＣＩちばで打ち合わせ 
③授業の実施 
④ＣＣＩちば総会で、前年度の事業報告及び今年度の事業計画について協議 
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 【活動開始年】平成 14 年  

【活動の PR 手法】ＨＰ:https://ace-npo.org/  Twitter: https://twitter.com/ace_npo 

【この事業で活用した補助金】 地域自律・民間活用型キャリア教育プロジェクト（H17～19） 他 

【表彰歴・マスコミ掲載歴等】①表彰 千葉市ＮＰＯ活動大賞 ＮＰＯキラリと光る活動賞（Ｈ27） 

②掲載千葉日報ウェブ 他 

 【問い合わせ先】 担当者：ＮＰＯ法人企業教育研究会 事務局 

電話番号：03-5829-6108 メールアドレス：info@ace-npo.org 

主な事業内容（年間スケジュール等） 

 

主な協働パートナーとの役割分担 

協働事業によって生まれた成果 

コラボのコツ!! 

今後力を入れていきたいこと 

★実施校・ＣＣＩちば・ＮＰＯによる打合せの 

開催 

★互いの長所を活かせる役割分担 

 より質の大会授業にするため、それぞれの専門
性を活かし、実施前には、必ず三者で打合せを行
い、役割分担や、進め方を確認しました。 

その際には、前回の反省点や今後の方向性を、
ＣＣＩちばとＮＰＯが共有することを心がけま
した。 

協働事例プロフィール 

【ＮＰＯ】 

授業実施校の公募・選定、実施校との連絡調整、
学生講師の調整、事業の企画・運営 

【協議会】 

県内建設業関係団体：授業の講師、財政負担 

  千葉県：県内建設業関係団体及びＮＰＯとの 

連絡調整、事業全般の管理、財政負担 

○学校プログラム作成にあたり、ＮＰＯの学校で
の経験を活かし、学校の状況や授業のノウハウ
を取り入れることができました。 

○ＮＰＯに所属している千葉大学教育学部学生が
講師として授業を運営することで、学生のキャ
リア教育ができました。 

○建設業関係者の現場での生の声が聞けるなど、
質の高い授業を提供できました。 

○授業実施前の打ち合わせ等により、授業の内容
や進め方の向上を図っていくとともに、広報
にも力を入れて取り組んでいくことで、実施
校を増やしていきたいと考えています。 

○建設業界への理解・関心を高めていくための新
しいプログラムの作成を検討し、更なる可能
性を模索していきたいです。 小学生も興味津々です。 

ピンポン玉等を使ってわかりやすく説明します。 実際の映像を使用した授業 


